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ゴールドマン コレクション 河鍋暁斎の世界 
 

【展覧会概要】 

幕末から明治にかけて活躍し、今なお国内外で高い人気

を博す河鍋暁斎（1831-89）。はじめ浮世絵師の歌川国芳、

その後は駿河台狩野派の前村洞和・狩野洞白陳信のもと

で絵を学び、独自の画風を確立しました。手がけた画題は

幅広く、神仏から妖怪、動物、さらに世相を反映した風俗

画や戯画に至るまで多岐にわたります。旺盛な創作活動

を展開した暁斎ですが、実は静岡県とも縁が深く、沼津に

移り住んでいた母親を訪ね、さらに地元の人々とも交友

がありました。本展では、世界屈指の暁斎コレクターとし

て名高い、ロンドン在住のイスラエル・ゴールドマン氏の

コレクションより厳選された約 110 件の作品を展示しま

す。その半数以上が日本初出品となる貴重な機会です。卓

越した技術と豊かな発想力が織りなす、暁斎の多彩な世

界をお楽しみください。 

【展覧会基本情報】 

会  場 静岡県立美術館 本館展示室 

開催期間 2026年 10月 10 日（土）～12月 6日（日） 

開館時間 10:00～17:30（展示室の入室は 17:00まで） 

休館日  毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館。） 

観覧料  前売券一般：1,300円／70歳以上：700円／大学生以下：無料 

  当日券一般：1,500円／70歳以上：800円／大学生以下：無料 

  団体券一般：1,300円／70歳以上：700円／大学生以下：無料 

  ※企画展ご入場の方は、収蔵品展、ロダン館も併せてご覧いただけます。 

  ※団体のお申込は、企画総務課へお問合わせください。 

※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、特定医療費（指定難病）受給者証・指定難病登録者

証の交付を受けている方と付添者 1 名は、企画展、収蔵品展とも無料でご覧いただけます。 

【展覧会に関するお問合せ】 

静岡県立美術館（〒422-8002 静岡県静岡市駿河区谷田 53-2） 

担当  浦澤（学芸課）、漆畑（企画総務課） 

E-mail gakugei@spmoa.shizuoka.shizuoka.jp  

TEL 学芸課 054-263-5857 企画総務課 054-263-5755 

FAX 054-263-5742  

烏瓜に双鴉図 

明治 4～22 年 

（1871–89） 

Photo: Ken Adlard 

本プレスリリース掲載の画像は、断りがない限り全

て、作者は河鍋暁斎、所蔵はイスラエル・ゴールドマ

ン・コレクション。 

地獄太夫と一休 

明治 4～22 年 

（1871–89） 

Photo: Ken Adlard 

 



静岡県立美術館プレスリリース   2026.9.30 

【みどころ】 

 

  

蛙の学校 

明治零年代中頃（1870 年代前半） 

１ 世界屈指の規模と質を誇る暁斎コレクション！ 

ゴールドマン氏が蒐集してきた、上質かつ膨大な暁斎コレクションには、暁

斎の画業を語るうえで欠かせない、重要な作品が多数含まれています。本展

では、コレクションの「顔」ともなっている、名品の数々をご覧いただくこ

とができます。 

２ 半数以上が日本国内の展覧会では初公開！ 

40年以上前に蒐集が始まったゴールドマン氏のコレクションは

今もなお成長を続けています。今回は約 110 点の出品作品のう

ち、半数以上が国内初公開となる貴重な機会です。 

３ なんでも描ける！暁斎の圧倒的画力を体感。 

本展では主題別に暁斎の作品をご紹介します。人物、動物、神仏、そ

して鬼と、多様なジャンルで発揮された、圧倒的な画力とユーモア溢

れる発想が織りなす暁斎の世界を堪能することができます。 

巡回会場共通の特設公式サイトもご覧ください 

https://kyosai2026.exhibit.jp/ 

墨合戦 

明治 4～22 年（1871–89） 

 

閻魔大王浄玻璃鏡図 
明治4～22年(1871–89)(明治20年/1887か) 

鍾馗騎象図 

明治零年代後半（1870 年代中頃） 

※このページの画像はすべて Photo: Ken Adlard 

左：猫又図 

  明治 4～22年（1871–89） 

中：蝶と菊に猫 

  明治 4～22年（1871–89） 

右：酒呑童子図絵より第 13 図 

明治 11 年頃（c.1878） 
 

本ページ下 4 点はいずれも国内初公

開。 
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【静岡展限定のみどころ・ポイント】 

１ 新収集品をお披露目！ 

新たにイスラエル・ゴールドマン・コレクションに加わった「桃

太郎鬼征伐之図」を展示します。暁斎の技量が存分に発揮された

華麗な彩色と細密描写にご注目ください。 

 

２ 暁斎の師匠たちの作品を特別展示 

展覧会場にて、暁斎の師に当たる歌川国芳、前村洞和、狩野洞白

陳信の各作品を展示し、暁斎の原点に迫ります。 

※いずれもイスラエル・ゴールドマン・コレクションではありません。 

 

３ 暁斎×グルメ！ 

会期中、館内のレストラン「ロダン・

テラス」にて、「ゆずこしょう香る椎茸

と豆腐の和風パスタ」を提供します。

豆腐を好んだ暁斎に因んだ限定メニ

ューです。展覧会とともにお楽しみく

ださい！ 

 

【会期中イベント】 

■館長美術講座「ゾウに乗って暁斎の世界へ」 観覧券不要／申込不要 

11月 15日（日）14：00～ 講師：木下直之（当館館長） 会場：講堂 

当館館長が暁斎の世界を深堀します。 

 

■学芸員によるフロアレクチャー 要観覧券／申込不要 

10月 25日（日）、11月 14日（土） 各日 14：00～ 集合場所：第１展示室  

担当学芸員が展示室で展覧会の見どころをご案内します。 

 

■暁斎クイズラリー 要観覧券／申込不要 

11月 3日（火・祝）10：00～15：00 受付：本館前、展示室入口付近 

暁斎の作品をテーマとしたクイズラリーです。参加者には素敵なグッズをプレゼント！ 

 

■展覧会ワークショップ 要観覧券／要申込 

11月 23日（月・祝） 会場：実技室 

10月初旬より募集開始予定。詳細は当館ウェブサイトをご覧ください。 

 https://spmoa.shizuoka.shizuoka.jp/ 

  

桃太郎鬼征伐之図 

明治 3 年頃（1870 年頃） 

写真：杉山恵助 
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【同時開催】 

収蔵品展 山水画の名品 
 

概  要 当館コレクションの中から、谷文晁「連山春色図」、 

池大雅「蘭亭曲水・龍山勝会図（重要文化財）」を

はじめとした名品の数々を展示します。 

開催期間  10月 10 日（土）～12月 6日（日） 

開館時間  10:00～17:30（展示室の入室は 17:00まで） 

休 館 日  毎週月曜日 

観 覧 料 当日券一般：500円／70歳以上・大学生以下：無料 

団体券一般：400円／70歳以上・大学生以下：無料 

※「ゴールドマン コレクション 河鍋暁斎の世界」観覧券で、本展

覧会とロダン館もあわせてご覧いただけます。 

※団体のお申込／20名以上の団体のお申込は、企画総務課へお問合

わせください。 

※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、特定医療

費（指定難病）受給者証・指定難病登録者証の交付を受けている方

と付添者 1 名は、企画展、収蔵品展とも無料でご覧いただけます。  
谷文晁 連山春色図  

寛政 9（1797）年 静岡県立美術館蔵 
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【広報用画像】 

                          1～6、8～9、11～12 Photo: Ken Adlard 

7、10 写真協力：立命館大学アート・リサーチセンター 

■展覧会広報用画像の提供 

①所属または社名、②担当者名、③連絡先及び住所、④掲載・放送媒体、⑤掲載・放送日、⑥発行部数、

⑦希望する画像番号、⑧読者プレゼント用招待券（5 組 10 名様）希望の有無を E メール本文に明記し、

次のアドレスまでお送りください。【 gakugei@spmoa.shizuoka.shizuoka.jp （静岡県立美術館学芸課） 】 

■掲載時のお願い 

・画像は本展覧会のご紹介のみを目的としてご利用いただき、使用後のデータは破棄してください。 

・作者は河鍋暁斎、所蔵はイスラエル・ゴールドマン・コレクションである旨をキャプションに明記して

ください。また、各画像のフォトクレジットも必ず併記してください。 

記載例：河鍋暁斎「地獄太夫と一休」 イスラエル・ゴールドマン・コレクション Photo: Ken Adlard 

・基本情報確認のため、広報担当まで一度校正紙またはデータをお送りください。 

・掲載後、当館まで紙面を１部ご寄贈くださいますようお願いいたします。 
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３ ４ 

地獄太夫と一休 

明治 4～22 年（1871–89） 

蛙の学校 

明治零年代中頃（1870 年代前半） 

烏瓜に双鴉図 

明治 4～22 年（1871–89） 

墨合戦 

明治 4～22 年（1871–89） 

５ ６ 

 

 

 

 

 

 

７ ８ 

幽霊図 

慶応 4/明治元年頃～3 年（c.1868–70） 

閻魔大王浄玻璃鏡図 

明治 4～22 年（1871–89）（明治 20 年/1887 か） 

半身達磨図 

明治 18 年（1885） 

蝶と菊に猫 

明治 4～22 年（1871–89） 

９ 10 

 

 

 

 

 

 

11 12 

猫又図 

明治 4～22 年（1871–89） 

三味線を弾く洋装の骸骨と踊る妖怪 

明治 4～22 年（1871–89） 

酒呑童子図絵より第 13 図 

明治 11 年頃（c.1878） 

鍾馗騎象図 

明治零年代後半（1870 年代半ば） 


